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I．はじめに

　医師の長時間時間外労働の問題を含めて，労働
環境に関わる様々な課題がクローズアップされて
いる１）．2016 年 10 月，厚生労働省も「新たな医療
の在り方を踏まえた医師・看護師等の働き方ビジ
ョン検討会」を立ち上げ，医療従事者の働き方に
ついて議論が重ねられた．報告書には，労働環境
改善へ向けた多くの提言と共に，これから医療現
場の担い手となる若い世代に対しても情報発信を
積極的に行うべきとの意見が含まれている２）．
　しかしながら，現在の医学生や若手医師に労働
環境に関する問題提起や意見陳述の場はほとんど
なく，医学生自身も自らの意見が将来の働き方に
影響するとの認識を持っているとは言い難い．労
働環境改善にはこれから医師として働く若者の意
見が反映される必要がある．

　今回，医学部 3 年次学生を対象に，医師の労働
環境に関するワークショップを 2 期にわたって行
い，若者が考える問題点やその解決策など貴重な
意見を得ることができたので報告する．

II．方法

　平成 28 年度，平成 29 年度弘前大学医学部医学
科 3 年生（各年度ともに男性 86 名，女性 44 名）
に対し，山内英子医師（聖路加国際病院副院長兼
ブレストセンター長）による医師の労働環境に関
わる問題点の講義の後，平成 28 年度は「医師のワー
クライフバランスを保つために」，平成 29 年度は

「10 年後に理想の働き方を実現するために」をテー
マに，1 グループ約 10 人で KJ 法を用いてワーク
ショップを行った（図 1a）．KJ 法とは，文化人類
学の分野で考案された研究法で，もともとは異質
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なデータを整理，分類，保存する方法として考案
されたものである．「混沌の中から秩序を作り出す
技術体系」として多くの分野で注目され，現在は
医学や看護の分野でも質的データの分析方法とし
て利用されている3）４）．データ分析は名刺程度の大
きさのカードに転記したデータをグループ分け
し，グループごとの関係を図解化した上で，それ
を文章化し解釈を行うものである４）．具体的には，
①各グループでテーマに対する問題点を一人 2～
3 項目ずつカードに記載する（図 1b），②意味の
類似するカードをそれぞれ集め，問題群を作成し，
問題群を簡潔に表現するタイトルを設定する，③
X 軸が重要性，Y 軸が実現性の XY 図上に，重要
性と実現性を踏まえて問題群を二次元展開し配置
する（図 1c），④最も重要性と実現性が高い問題
群のタイトルについて，解決策を列挙し，発表，
質疑応答を行う，の手順で行った．

III．結果

　各グループが問題点として挙げた項目とその解
決策についての要約を表 1，表 2 に示す．
　平成 28 年度「医師がワークライフバランスを保
つために」については 12 グループでディスカッシ

ョンが行われた．最も多くのグループが問題点と
したのは「長時間勤務」であり，ついで「医師不
足」，「家庭との両立が困難」，「医療に対する社会
の理解不足」であった（表 1）．
　「長時間勤務」に対する改善案としては，シフト
制，フレックスタイム制の導入による労働時間の
明確化，当直回数の制限による労働時間の短縮，
また確実な休日の確保，特定看護師や医療事務の
増員による業務の軽減，患者情報の電子化を整備
し地域全体で患者情報を共有，かかりつけ医での
対応や特殊な分野の遠隔医療を可能にすること
や，AI の導入で文書作成などを軽減する，などの
意見が挙げられた．
　「医師不足」に対しては，医学部定員の増加，地
域枠の正しい活用で地域の偏在を解消すること，
科の偏在を解消するために診療科の選択を何らか
の規則で割り振る仕組みが挙げられた．また女性
医師の離職防止，休職した医師の復帰支援の取り
組みの必要性が挙げられた．さらに，急性期病院
への患者集中を解消するため，かかりつけ医との
連携や総合医の充実・活用も挙げられた．
　「家庭との両立」については，保育所の確保，時
短勤務などの制度の他に，男性の家事参加や職場
環境の意識改革といった点が挙げられた．

図 1　討論・発表風景
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　「社会の理解不足」については，特に不適切な時
間外受診を減少するために，夜間や救急外来の受
診についての認識の改善，また予防医学の普及に
よる疾病発症の減少が挙げられた．
　次いで，平成 29 年度は「10 年後に理想の働き方
を実現するために」とのテーマを巡って 13 グルー
プでディスカッションが行われた．最も多くのグ
ループが問題点としたのは「ワークライフバラン
スが保てないこと」であり，ついで「不適正な労
働時間」，「医師不足」，「社会の理解不足」「行政の
整備不足」であった（表 2）．
　出された意見やそれに対する改善策は平成 28
年度と重複する部分が多かったが，新たな意見と
しては，「ワークライフバランスが保てないこと」
に対して若手医師の格差のない教育システムで一
人前の医師を早く育てる仕組み，また休暇を取得
しやすい現場の環境作りが挙げられた．「社会の理
解不足」については医療機関の利用に関する患者
教育，メディアによる啓蒙，医療費やシステムの
見直しにより適正受診を促す試みが挙げられた．

「行政の整備不足」については，行政主導での地域
の医師数の調整を行うことや，女性の社会進出の
ための支援強化，男女平等の育児休暇取得のため
の取り組みが意見として述べられた．

IV．考察

　2015 年の消化器外科医の労働状況に関するア
ンケート解析５） によると，一週間の平均労働時間
は 68.3 時間，労働基準法で定められた一週間の最
長労働時間 55 時間を超える医師は 74.5％ に上
り，このような労働時間を短縮したいと考えてい
る消化器外科医は約 72％ に上るとされている．ま
た，週 55 時間以上の労働をしている医師の割合
は，30 歳未満が 94.5％ と最も高く，年齢と共にそ
の割合は減少しており，特に若手による長時間労
働の実態，あるいはその必要性が明らかとなって
いる．
　一方で，勤務時間短縮のために交代制勤務の導
入を希望する消化器外科医は必ずしも多くはな
い．患者側が常に主治医の対応を希望し，医師の
側も治療を担当した患者に対していつでも責任を
持って対応したい，あるいはすべきと考えている
医師患者関係の現状を反映しているものと考えら
れる．
　しかしながら，このような勤務状況に対する医
学生の多数意見は「今の医師の働き方は自分が働
ける環境ではない」との明確な現状否定であった．
より長く患者の側で治療にあたり，自己研鑽に励
むことが当然とされてきた従前の価値観に対して

問題点 グループ数 解決案 具体策
1 長時間勤務 6 シフト制，フレックスタイム制

休日の確保
当直回数制限
仕事の分散
IT 技術導入による効率化

特定看護師や医療事務の増員
電子化による遠隔医療，AI による診療補助

2 医師不足 3 医師数増加

機能分担

医学部定員の増加
女性医師の復帰支援
地域枠の正しい活用
地域・科の偏在解消
離職防止のための取り組み
外国人医師の受け入れ
かかりつけ医，総合医の充実・活用

3 家庭との両立困難 2 子育て支援，保育所確保
男性の家事・育児参加
職場環境の意識改革

時短勤務，育児休暇の充実

4 社会の理解が不十分で
あること

1 社会全体の医療に対する認識改善
患者減少の取り組み 予防医学の充実

表 1　医師がワークライフバランスを保つために
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肯定的な意見がある一方で，一人前の医師となる
ために必要な側面ではあることは理解できるもの
の，このような勤務状況に適応できる人は例外的
な人であるとの意見も聞かれた．医学生が考える
現在の労働環境の問題は，①業務や仕事に費やす
時間の多さ，②ライフワークバランスを保つこと
が困難，という点に集中していた．
　では，医学生はどのような勤務環境を望んでい
るのであろうか．最も多い意見は，勤務時間とプ
ライベートを明確に区別できる勤務環境であり，
シフト制やフレックスタイム制の導入による労働
時間の短縮と明確化であった．これは先に提示し
た，交代制勤務を希望する消化器外科医は必ずし
も多くはないとのアンケート調査結果とは相反す
る考え方である．
　以上の結果は，われわれは労働環境改善に関す

る議論を行う上で，これまでの医師の働き方に対
する価値観と，若者が考える価値観には違いが大
きいということを認識する必要性を示している．
もちろん，若者の理想の働き方は全て可能なもの
ではなく，一方ですでに導入が検討されているも
のもあり，労働環境は改善に向かおうとしている
ところである．しかし，改善されはじめているか
らこそ，この問題のステークホルダーである若者
の価値観を理解し，意見を取り入れた労働環境の
整備を行わなければ，真の労働環境改善にならな
いのではないかと考えられる．
　多くの医学生は，患者のため，社会のために自己研
鑽を積んで一人前になるという高いモチベーショ
ンを持っている．彼らが引き続き医師として，そし
て外科医として充実して第一線で活躍しつづける
ために，労働環境改善に向けた彼らの意見に耳を傾

問題点 グループ数 解決案 具体策
1 ワークライフバランス

が保てない
7 医師数の増加

業務の分担

予防医学の推進

育児支援

休暇を取得しやすい
環境

医師の偏在解消

医師の復帰支援
若手医師の早期育成

特定看護師
医療の機械化
患者データの共有
AI 活用
事務作業の軽減
地域と中核病院の連携

院内保育園，育児支援
制度の活用

地域枠の活用，科の選択方の在
り方の再考
復帰セミナー
地域，病院間格差のない教育

2 長時間労働 3 シフト制，ワークシ
ェアの導入

3 医師不足 1 医師数の増加
4 社会の理解が不十分で

あること
1 患者教育

メディアの適正報道
医療費の見直し

5 行政の整備不足 1 地域における医師数　
の調整
女性の社会進出支援
男女平等の育児支援
制度の利用

表 2　10 年後の理想の働き方を実現するために
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けることは，結局のところ全ての医師にとって望ま
しい労働環境の構築に繋がると考えられる．
　ただし，今回得られた意見は地方大学の 2 学年
の医学生から得られたごく限定的なものである．
今後広く医学生や研修医，若手医師の意見を得て，
本来の若者の意見として集約されなければならな
いと考えている．
　最後に，今回医学生から 2 期にわたって，医師
の労働環境についての意見が得られたことは大変
貴重なことであった．このような貴重な意見を提
示してくれた平成 28 年度，平成 29 年度の弘前大
学医学部医学科 3 年生全員に深く感謝致します．
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　　Third-grade medical students of Hirosaki graduate school of medicine discussed the problems of 
doctors’ working environment and possible solutions. Many students regarded long-time working hours 
and a lack of work-life balance as the most important issues. They also stated that they find it difficult 
to work in the current environment. Furthermore, they hoped for an environment, which clearly 
separates work from private life. Several differing values existed between young people’s opinions and 
the current working style of doctors. It may be meaningless to improve the working environment 
without reflecting on young people’s opinions. Discussion about doctors’ working environment should 
consider young people’s opinions, which would help young people become good doctors.
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